
（11） 平成25年12月15日 No.258むなかたタウンプレス

グラフ１　平成20年度からの特定健診受診率の推移

グラフ２　「要医療（要指導）」の割合

グラフ３　平成24年度がん検診受診率
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＊平成23年度特定健診受診者の受診回数別結果
＊肥満度（ＢＭＩ）、腹囲は、「要指導」の割合
＊血糖、血圧、ＬＤＬコレステロール、腎機能は、「要医療」の割合（血圧160/100以上など、各診療ガイドラインを踏まえて算出）
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健康・福祉

心のとびらをしめないで　みんながいるよ　大丈夫（中野美
みあき

秋・中央中１年）捨てないで　人を助ける　その勇気（岩瀬翔
かける

・河東中１年）
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市
の
特
定
健
診
の
状
況

　
平
成
20
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
特
定
健
診
。
高
血
糖
、

高
血
圧
、脂
質
異
常
な
ど
を
、

早
期
に
発
見
し
、
適
切
に
対

処
す
る
こ
と
で
、
心
臓
病
、

脳
卒
中
な
ど
の
重
篤
な
生
活

習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
身
体

計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
29
年
度
ま

で
に
、
特
定
健
診
の
受
診
率

を
60
％
に
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
同
23
年
度

の
受
診
率
は
33
・
３
％
で
し

た
（
県
平
均
27
・
９
％
）。

　
グ
ラ
フ
１
は
、
年
齢
別
の

特
定
健
診
受
診
率
を
示
し
て

い
ま
す
。
50
歳
代
以
下
の
若

い
世
代
の
受
診
率
は
低
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
２
は
、
特
定
健
診

の
受
診
回
数
別
に
「
要
医
療

（
要
指
導
）」
判
定
の
人
の
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。「
継

続
し
て
受
診
し
て
い
る
人
」

に
比
べ
「
初
め
て
受
診
し
た

人
」
の
方
が
、
全
て
の
項
目

で
「
要
医
療
（
要
指
導
）」

の
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
の
中
に
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
う
ち
に
重
症
化
し

て
い
る
人
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
健
診
を
受
け
、
数
値
の
経

年
変
化
を
見
て
早
め
に
対
処

す
れ
ば
、
病
気
の
発
症
や
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
若
い
世
代
で
も
、
数
値

に
異
常
が
出
始
め
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
特

定
健
診
を
受
け
、
自
分
の
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。市

の
が
ん
検
診
の
状
況

　「
が
ん
」
は
、
日
本
人
が

亡
く
な
る
原
因
の
約
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
市
の
が
ん
検
診
受
診
率

は
国
が
目
標
と
す
る
50
％
を

　

市
の
「
住
民
健
診
」
の
状
況
か
ら
見
え
た
、

い
く
つ
か
の
特
徴
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

�

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７

保健師
　からの
　　一言

自分の健康を守るため
健（検）診結果を生かそう！
～保健師・管理栄養士の活用を～

　特定健診・がん検診を受けて、異常が見つかっ
ても、自覚症状がないからといって放置している
人も少なくありません。放っておけばいつか重大
な病気を招いてしまうことがありますので、受け
た後は、結果をもとに生活習慣を見直し、早めに
医療機関を受診して適切な検査や治療を受けるこ
とが大切です。
　健康づくり課には保健師や管理栄養士がいて、
結果をもとに健康状態を説明し、食事や運動など
を一緒に考え、健康管理のサポートをしています。
「生活習慣は変えられない」と初めから諦めてしま
うことのないように、「それならできる！」と感じ
られる、負担の少ない方法を見つけるように心が
けています。保健師、管理栄養士をぜひ活用して
ください。

大森保健師

健
診
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

＊途中で追加した日程も含みます

は
る
か
に
下
回
る
20
％
程

度
で
す
（
グ
ラ
フ
３
参

照
）。「
が
ん
」
は
、
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
で
き

れ
ば
、治
癒
率
が
高
ま
り
、

体
の
負
担
や
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
胃
・
肺
・
大

腸
・
子
宮
頸（
け
い
）部
・

乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
定
期
的
に
検
診

を
受
け
、
も
し
異
常
が
見

つ
か
れ
ば
、
早
め
に
精
密

検
査
を
受
け
、
適
切
な
治

療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

市が実施している健（検）診
【特定（基本）健診】30～74歳の市国保加入者のみが対象
＊市国保以外の人の特定健診については、それぞれ加入している医療保険に確認を

【がん検診】それぞれの検診で受診できる年齢が異なります
●肺がん・結核、胃がん、胃がん（リスク検査併用）、大腸がん、子宮頸がん、
子宮頸がん（ＨＰＶ検査併用）、乳がん

【節目健診】一定年齢の人のみが対象。対象者には、４月初旬に個別に案内を郵
送済み

●肝炎ウイルス、骨粗しょう症、前立腺がん、腹部エコー
●歯科（歯周疾患）／個別検診のみ

　本年度中の受診を希望する人は、「平成25年度住民健診のご案内」にある申し
込みはがきで申し込んでください。定員になり次第、受付を締め切ります。
　節目健診など、本年度しか受診できない健診の対象者は、特に早めの申し込みを。

　住民健診についての詳細は「平成25年度住民健診のご案内（市広報紙３
月15日号と同時に配布済み）」で確認か、健康づくり課☎（36）１１８７に
問い合わせを。
＊「平成25年度住民健診のご案内」は、健康づくり課（市役所西館１階）、
宗像ユリックス、メイトム宗像、各コミセンなどにも設置
＊市 ＨＰhttp://www.city.munakata.lg.jp/→「健康」→「健康診査」でも
確認可

住民健診（集団健診）の日程は残りわずか

場所 日程（平成26年）

宗像医師会病院健診センター
（田熊）

３月10日（月）３月12日（水）３月14日（金）３月17日（月）

３月19日（水）３月24日（月）３月26日（水）

メイトム宗像 ２月 ８日（土）２月 ９日（日）２月23日（日）２月24日（月）

市役所（大腸がん検診のみ） ３月 ６日（木）３月18日（火）


